
この取扱説明書は再生紙を使用しています。
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0この取扱脱鵬●と保証書は常時内響が確置できるよう保管してください.

0本機Ottuは機能向上のため、予しなしに変更することがありま魂

△ 警 告
0使用前に

雀こ賢曇融盟童「書E差使用する場合は、必ず「太さ20耐以上、長さ30m以
1内あもの」を全て3き出し、のばした状態で使用する。
●本機の設置場所は硬く水平な所とする。不安定な場所では絶対に使用しない。

●諄発性可燃物 (ガソリン、シンナー等)の ある場所では絶対に作動させない。

●感電事故防上の為、フースクリップを必ず接地 (フース)す る:

●雨の中、水の力かる場所では絶対に使用しない。

●高温や直射日光が当たる場所で絶対に使用しない。

●電源は、必ずAC101 Vで電流容量20A以上のブレーカーを使用する。

●錦 を感じたら絶対に使用しない。

0本機にエアホースを接続する前に以ずエフホースとホース金具が完全に固定されて
いることを確認する。
●移動時 作業終了時はひず電源スイッチを切り、ドレンコツクを徐々にゆるめ、エア
タンク内のドレンと圧縮空気を排出する。
0諏 姜 塗装及び衝撃を絶対にカロえない。



このたびはマツクスエアコンプレッサをお買い上げいただきまして誠にありがと

うございます。本機の取扱いにあたつて、この取扱説明書を最後までよくお読みく

ださい。使用上の注意事項、使用方法、能力などについて十分ご理解の上、安全に適

切にご使用くださるようお願しヽいたします。

■表示について

こついて

この記号は 「気を付けるべきこと」を意味しています。この記3の 中や近く

の表示は具体的な注意内容で視

この記号は 「してまいけないこと」を意味しています。この記号の中や近く

の表示|ま具体的な禁止内容です。

この記号は 「しなければいけないことJを 意味しています。この記号の中や

近くの表示は具体的な指示内容です。
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二… …… 1

2.安全作業のために … …………………………………3

3.安全装置について ……………………………………12

4.仕 様 ……………… :………… ……………………113

5.使 用方法 ……………………………………………14
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0エアコンプレッサガ到着しましたら次の確認を行つてください。

●ご注文の商品ガどうか。(50HZ用、60Hz用はパッケージと定格シ
ールに明記してあり

ます。)

●輛送による破損や部品の紛失がないかどうか。

×上記の点で不都合がありましたら、あ員求めの販売店へ卸 談くださしヽ

※使用電源の周波数が異なる地域でご使用になる場合には、燃ず販売店へご相談くださ

い 。

.(E』
ヨ:ヨ:ZコEEヨロ:1)

△警告言憮雲轟曇鼈躁襲ら2辰まT者
胤亡また嘩揚柏う

△ 注意

この表示は取扱いを誤つた場合に、使用者が傷害を負う危険ガ想

定される場合および物的損害のみの発生が想定される場合を表

しています。

また、取扱いを誤つた場合には、エアコンプレッサ本来の性能を

発揮しないばかりでなく本機の損傷につながる事が想定される

場合を表しています。



0エアチャック

(II彗15彗雪ァ取出口)

0滅 圧弁取出圧力●I

0電 源スイッチ

アースクリップ

0渕 =弁調ン ンヽpレ(L)
(イエローキヤッカ

0減圧弁調整′ヽンロレ(H)
(オレンジキャッカ

0電 涼スイツチ

雛 弁 認曰 ンヽドル(H)

(オレンジキヤツプ)

雛 弁 罰Eハン杓レ(L)

(イエローキヤツ71

eDIPタ ンク圧力計

(2個)

0減 圧弁取出圧力計

(2個)

0専 用エフチヤツク

(鑑
r)

0エアチヤツク

0ドレンコック

0専用補助タンク接続回

0電源プラグホルダ

0奎告表示

電源の入 切 (ON OFF)を します。

スー′■ ネイラ専用C● .ス ー′■ ネイラの使用圧力に調整

します。

一搬錮打機 エアIBG劇 甲圧力0“ MPa以 下)の 供綸圧力

を調整しま●.

エアタンフ内の圧力を表示します。2 941tlPaまで上昇しま

す。

ult弁 (H)(L)そ れぞれの設定圧力値を表示します。

(H側 は2 311MPa以 下、L側 は0“ MPa以 下)

ス■■ネイラ専用エアホースを接続します。

一般釘打機用のエアホースを接続します。

0専 用エアチヤツク

(1ラ
釜訂

ラ専用
)

サーマルプロテクタ  4リップ

(鰊 )
※減圧弁の圧力設定により、同時に2通 りの圧力帯を使用し、ス

ーパーネイラと一般釘

打機 エアエ具を利用できます。

一日一回以上作業終了後に圧縮空気とドレン (水など)を抜

きま魂

ヨヨ補助タンクを増設する時に使用します。ス
ー′■エア専

用のエアチヤツク 鯛 補助タンフにl■8)と 専用エア本一

ス C」が 島ヽ 要です。

電源プラグを固定します。

使用上の書告事項を記載してあります。使用時は』ず読んで

ください。

復帰ボタン

0ドレンコ″

0ェアタレタ圧力II

バ

勒 l

エアタレ″

タンク足ゴム

- 1 -

0専 掬補助タンク接続口位置

-2-



本機は、鋼3機 などのエアエ勲のエア源となるエフコン7L/ッ サです。指定以外の用意

使用方法よ重大な事故につながる恐れがあります。この取扱説明書の記載事項を厳守
し

てください。作業関係者以外、特に子供は作業場所に近づけないでください。また本機

に触らせないてください。

X文 中の各部品設置箇所は4ベ ージ
「各部の名称」にて確認してください。

△ 警 告

量20A未満の吏用は故障の原因だけでなく、発火 発

馨R『
険性がありますので絶対に使Tしないでく

だ。z堡△

△ △
0延 長コードやドラムコードなど日吏用する場合は、

必ず「太さ20面 以上、長さ30m以 内のもの」を全て

31き出し、のばした状態で使用する。

lulず「太さ20耐 以上、長さ30m以 内のものJを全て

BIき出し、のばした状態で劉∃してください。太さ

20耐 未満のものの使用及びコードを巻いたままの

側ヨは、故障の原因だけで0く 、発火、発熱の危険

性がありますので絶対に回¬しないでください。

0本 機の電源に昇圧器などのトランス類は絶対に使用

しない。

故障の原因や焼損の原因になりますので絶対にしな

いでください。

0エ ンジン発電機や直流電源でい

¨ 原因や焼損の原因になります。詳しくは、あ

買い求めの販売店又は、弊社担当者にお問い合わせ

ください。

。（Ｎ）瓢

…

△ 警 告

0作 業環境に応じた防具等を着用す董        0

作業環境にfuじて、保護メガネ 防音保護具 保安

帽 安全期

`等

の防具を着用してください。

a立 用前に必ず点検する。

電源プラグを、コンセントに接続する前に次の点検

を■l●l了つてください。

4ボ ルト ナットやネジの締め付けが緩7Lでいたり、

抜けていないか。

2各 部部品だヽ れていたり傷んでいないか。

3電 源プラグ コードに異常
‐lないか。

不完全なまま使うと事故や破損の原因となります。

異常のある場合は、お買い求めの販麹ち又は、マツ

クスサービス榊へ点検に出してください。

-3-
-4-



△ 警 告

0本 機の設置場所に関しての注意

1硬 く水平な場所に必ず設置する。

移動や落下の危険性のある不安定な場所にま絶対

に設置しないでくださいo

2揮 発性可燃物 (ガソリン シンナー等)の ある場

所によ絶対に壁慎些=止 L

3高 温や直射日光が当たる場所は避け、風通しのよ

い日陰などこ設置する。

高温や直射日光が当たる場所d吏 用すると本機の

耐久性能が悪くなるばかりでなく、い 温

度が高くなつて危険です。以ず同通しのよい日陰

などで使用してください。

4ゴ ミ (本クスなど)ホ コリの多い場所には菫亘L

ない。

5雨 の中や水のかかる場所 湿気の多い場所には絶

対に設置しない。

水に濡れたまま使用すると、感電したり短絡
(シ

ョート)し て焼損 発火による火災の恐れがあり

ますので、絶対に使用しないでください。

6適 正な設置方向に必ず設置する。

4ページ 「各部の名称」イラストを参考に適正な

設置をしてください。

01

°~A//i

/4

△ 警 告

0運 搬に関しての注意

1連 盤時には妙ず電源スイツチをtplって (OFFこ

して)、電源プラグをコンセントから抜く。

2運 搬前に必ずグリップ、エアタンクなどが変形や

破損していないか、洞レト ナットやネジの締め

付けが緩んでいたり、抜けていたりしないか宝

検 確認する。

※異常のある場合は、お買い求めの販売店又はマツ

クスサービスいに点検 修理に出してください。

3観

…0濡 れた手で絶対に触れない。

濡れた手で電源プラフ寺を持つと感電する恐れがあ

りますので、絶対に触れないでください。

o感 電事故防止の為、フースクリツプを必ず寝地 (ア

ース)す る。

フース線をガス管等に馴寸けること稲 険ですので、

絶対に接続しないでください。

※フースの理め込みやフース線を接続するような工事

は電気工事士の資格が必要です。最寄りの電気工事

店にご相談してください。また接地と共に漏電しや

断器の設置された電源に接続されることをあす0め

します。

0電 源コード|…

電源コードを3つ 張つて本機を移動させたり、電源

コードを3つ 張つてコンセントから電源プラグをヨ

き抜いたりすると、電源コードを傷め、断線 短
lle

(ショT卜 )の 原因になります。また、電源コ
ード

ガ刃物類や高熱のもの、油、グリースなどに触れな

いように注意してください。電源コ
ードが剣場した

場合は修理に出してください。

0本 機の通日孔や回転部 (フアン部)な どに異物を入

れない。

感電や故障、事故の原因となります。

0 2●

禁止冦

亀
0

⑩

0

-5-
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△ 警 告

0正 しい服装で作業する。             ①

回転部 (フアン部)な どに巻きこまれないよう、袖

口の開いたものや手袋 ネクタイ ネックレスなど

は着用しないでください。

0本 機|こエアホースを接続する前に必ずエアホースと

ホース金具が完全に固定されていることを確認する。

①本機が正常に作動するが使用前に必ず点倹 確認す

る。正常に作動しない場合は、使用しない。

44ページの 「運転前の点検 確認」に沿つて点検し

てください。

X下記の場合は、故障していますから本機を絶対日吏

用しないでください。

4運 転開始後、5分以■Itつ てもモータが自釧亭止

しない。

※補助タンク接続時、電圧降下時(48ベージ参照)1ま

運転時間が長くなるのでこの場合は除きます。

2本 機内部で異音 エアktl音 がする。

3励 里弁調整ハンドルを操作しても圧力計の表示圧

力が変イヒ(上昇 下Dし ない。

異常のある場合|よ、あ員い求めの販抱苫又はマッ

クスサービス鶴に点検 修理に出してください。

0大 切に扱う。

落としたり、ぶつけたりすると故障の原因となりま

す。落としたり、ぶつけたりした場合ま、外観上異

常がなくても、あ賞い求めの販売店又1よ、マックス

サービ烈掬へ点検 修理に出してください。

⑮

③
瓢

カ

δ

-7-

△ 警 告

0本 機を長時間連続して運転する用途にい

釘打機のエア源以外の用途や、長時間連続運転とな

る用途に使用する場合は、あらかじめ以要性能など

を取扱い販売らや弊社担当者に確認してください。

0専 用補助タンク接続回から、直接釘打機 エフエ具

を接続すること

…範ヨ機 エアI具 の使用圧力範囲を超えたエフが機

械に充填され、破損事故を招くおそれがあります。

●エアセット等の重量物を、エフコンプレッサのエア

チャックに直接理室Ш墜些L

取付けたエフセツト等の重量物と本機の振動によつ

て配冒部の破損を招くあそれがあります。

①S§き
0

…

△ 警 告

0揮 発性可燃物のある場所で1ま絶対

…い)リン、シンナー、ガス、塗料、獲着剤などのそ

|まdよ 、ヨ1火または爆発の恐れがあるので絶対に使

用しないでください。

0人 気や燃えやすいもののそばでは絶対|…

0不 安定な場所では絶対に使用しない。

移動や落下の危険性のある場所では絶対に使用しな

いでください。

-8-



△ 警 告

0高 温や直射日光が当たる場所は避け、必ず国通しの

よい日陰などで使用する。

高温や直射日光ガ数 るれ すると、本機の

耐久性能ガ悪くなるばかりでなく機械利本の温度が

高くなつて危険です。以ず風通しのよい曰陰などで

使用してください。

0コミ(木クズなど)ホ コリの多い場所では使用しな

いも

0適 正な設置方向で以ず使用する。

4ページ 「各部の各称」イラストを参考に適正な設

置をしてください。

●雨の中や水のかかる場所、湿気の多い場所には絶対

に設置しない。

水に濡れたまま使用すると、感電したり短絡
(シヨ

ート)し て焼損 発火による火災の感れがあります

ので、絶対に使用しないでください。

0箱の中や狭い場所 (車内など)では絶対に使用しな

い 。

異常発熱をまねき、故障 事故の原因となる事があ

ります。

0

0

/〈
′

△ 警 告
0上 面部に座つたり、物をのせること|…

本獅の故障や破損を招くあそれがありますので、上

面部に座つたり、物をのせないでください。

0回 転部 (フアン部)な どには絶対に異物や手を近づ

けない。

回転部にまさまれたり、巻き込まれたりしてケガを

することがありますので絶対にしないでください。

0運 転時、運覇直後のエアタンク、エアチヤツク、カ

バー取付ネジ等、金属部は絶対に素手

…空気の圧縮熱で高温になる場合がありますので、火

傷をする恐れがありま或 移動など|ま、熱が下がつ

てから行なつてください。

0

①異常を感じたら絶対に使用しない。        0

機械の調子ガ悪い時、異常に気づいた時は直ちに電

源スイッチを切つて (OFFに して)、電源プラグを

コンセントから抜き、使用をやめ、点検 修理に出

してください。

③
難

,

⑬
軸

禁止

-9-
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本機には安全を確保するため次のような安全装置がついています。

0サ ーマルプロテクタ

(モータ焼損防止装置)

不適切な電源や配線方法で本機想 し、

モータ内に異常電流ガ流れた場合や圧縮

機本体に異常がある場合に、電気回路を

遮断しモータの運転智亭上させ、モータ

焼損を防止する装¨

(mペ ージ参照)       く図 1〉

●エフタンク部用リリーフ′0レブ

本機は圧カスイッチにより、エアタンク内圧が約2 9MPa(約 30k8f力 めに達すると

自動的にモータの運転を停止します。万―圧カスイッチの故障によつてエアタンク内

圧ガ異常高圧になつた場合、リリーフバルフより音を発し、エアタンフ内圧を利王し

ます。その場合は、ただちに本機の回ヨを中止し、あ買い求めの販売店又は、マツク

スサービス開に点検 修理に出してください。

X本 機のリリーフアVレプは、本体 (カノ■ 内)に 設けられています。

リリーフア0レプの設定圧力の調整はできません。

△ 警 告

0作 業終了時に1ま必ず電源スイツチを切つて (OFF

にして)、電源プラクをコンセントから抜く。

②作業終了時には、エアタンク内のドレンとエアを揚1 0

出する。

0本 機を大切に手入れする。

より安全|こ性能を発揮させるため、剣場のな0最 良

の状態に保つてください。グリップ部は乾燥させ、

清潔にし、油やグリース川llがないようにしてくだ

さい。

0本 機を分解しない。

万―故障した時は、点検 修理に出してください。

0本 機に改造 塗装や衝撃を力0えることは、絶対に行

わない。

●本機を改造したり、衝撃を力0えると本来の性能が発

揮できないばかりでなく安全性が損なわれますの

で、絶対に行わないでください。

●カバー等に塗装したりしますと、塗料等が本機内部

に入リヨ火または爆発の恐れがありますので、絶対

に基装しないでください。

0

回

昌
Ｖ

0

- 1 1 -
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商 仕 様

マックススーパーエア・コンプレッサ

1計| AK H口 300C[5](50Hz用 ) AK HL7300E[6](60Hz用 )

●|||■■‐|三 高さ270× 幅 350X長 さ525mm

一
量
一

一一
・一●

23kg

oF二 約2 94MPa(約 30kg1/of)ON圧 約2●●
roMPa(約26kgf/ml

単相誘導電動機 001W

■IⅢ■■| AC100V(50Hz〕 AC100V(60■z〕

||||●||■||た :4A

一■
一

1 430ntln~| 1720min i

||||||■|

ⅢIⅢⅢⅢⅢI 902/min

∵
X80′/min

X702/min

I段側   2,側
70×28X1 47× 13XI

1段側   2段 側

70X24X1  47X!2Xl

|●■́ 1́生
減圧弁(H)01～ 2 30MPa(～ 23 5kg/。r)

測二弁(L101～ 0 83MPa(～ 8 5kgf/1)

約3 23MPa(33kgf/aF)(エアタンク部)

一一
一一一・一
一
一

一
「
一一一一一
一

スーパーネイラ専用エアチヤックワンタッチ式(2個)、

一般釘ITeエ ァェ具用エアチヤンク ワンタッチ式(2個)

専用補助夕″ 用取出日付(専用ネジ)

※電源状態によって異なります

△ 警 告

●使用前にボルト ナットやネジの緩み、各部部品の欠損がないか点検する。

●電源は、塾ずAC100Vで 電流容量20A以上のブレーカーを使用する。

●延長コードやトラムコ=ド など日吏用する場合は、必ず
「太さ20耐以上、長さ30

m以 内のもの」を全てヨ1き出し、のばした状態で使用する。

●薔Tな 設置方向で以ず使用する。
―

― ※3ベージからの「安禦諜のために」の通り正しく使用してください。

X文 中の圧力数値について1ま、圧力計の読み取り誤差を含んでいません。

0電 源は、本機の電源スイツチを切つた

(OFFに した)状 態でアースクリップ

を接地 (アース)し てから電源プラグを

コンセントに差込みま●.   く図2〉

X延長コードやトラムコードなど翻費用す

る場合回 断面積が2面以上 長さ30

m以 内の電線としてください。

0ド レンコノヽ7を全開に緩めてあいて、電

源スイッチを入れます(ONに します)。

0モータが回転し、ドレンコ・ヽ79ガら空気

が出ていることを確認してくださしヽ

0ド レンコックを締めて、ドレンコックが

らエアもれが無いことを確認してくださ

〈燿蟄-3〉い 。

-13- -14-



0痢 圧弁調整ハンドリレ(2引 所)を 、止ま

るまで右回転させ圧力計の指針が動く

(上昇する)こ とを2"所 とも確認して

鸞

0ド レンコックを緩め、エフタンク内の圧

縮空気とドレンを全て排出してください。

くE2-8〉

運転前の点検 確認で異常のある場合は、

あ買い求めの販売店又は、マックス

'一

ビ

ス腕へ点検 修理に出してください。

除きます。)

ください。 〈図-4〉

〈図-5〉

〈図7〉

03～ 5分程度で自動訛 圧縮運転濾烏止

することを確認してください。輛助タン

ク接続時、電圧降下時 く48ベージ参照〉

ほ運転時間ガ長くなる関係でこの場合は

0運 動事止後、5分 程度待つて、異音 エ

アもれや再起動運転しないことを確認し

てください。

0ド レンコックを少し緩め圧縮空気をり1出

します。圧力が降下すると、運転ガ再用

することを確認してください。 (図 6)

0ド レンコックを締めて圧縮運重中に電源

を切り(OFFこ して)運転ガ停止するこ

とを確認してください。

⑩減圧弁調整ハンドル (2ヶ mを 、左回

転させ圧力計の指針ガ下がることを2ケ

所とも確認してください。(エアもれ音が

発生することがありますが故障ではあり

使用する場合はMヽ 4ページ 「運転前の点

検 確認 を行なつてください。

●ドレンコックを締め電源スイツチを入れ

ます。ぐЭNに しま■ )    く図 9〉

0庄 力が上昇して運転ガ停止しましたら、

減圧弁調留 ンヽドルを回して釘l」A エ

アエ具の適T樹 壺用圧力に調整を行ない

ま軌 圧力の調整方法は、減圧弁調整ハ

ンドルを左に回し、邁正な圧力より02

MPa(2k獣 ′m以 下に一日減圧を行な

います。次に減圧弁調整ハンドルを右に

回し、圧力を上げなガら調整を行なつて

くださしヽ く0国-10〉

X圧 力を調整する際は、必ず適T圧 力より

低い圧力から圧力を上げて調整してくだ

さい。3Tな 圧力より高い圧力から減圧

を打ない調奎9る と、圧カゲージと実際

の使用圧力に誤差が生じます。(減圧弁の

特性)

録

縣
謙

へ
。
①
ｏ
〆

電源スイッチ

ません。)

-15- -16-



※本機にま減圧弁が2ケあり、スーパーネイラと一般釘打畿 エアエ具を接続すること

が可能です。

〈減圧弁 H〉スコ 一ヽネイラを鏡続し、使用できま魂

〈FF■弁 L〉一般釘打機 エアエ具(使用圧力0 83MPa以 下)を接続し、倒■できます。

△ 警 告

0釘 打機 エアエ具の使用空気圧を必ず守る。

減圧弁によつて供紀E力 を調整しないで釘打機 エフエ具を使用すると、性能が

著しく低下したり、寿命を早めたり損傷l・
‐
よつて危険を生じる恐れがあります。

本機は、吐出性能を最大限に3き 出すため、マイ13ンによる運転出力自動切替機構を搭

載しております。本機のタンク内が最高圧力の2 94MPaこ 達するまでの間、運転出力を

自動的に調整します。この際、運鰭出力を切り替えるため運転音が変イじしますが故障で

はありません。

X出力の切り替えが働く圧力は元電源の容量、延長コード硼富用、他の電気芦具の使用

等によつて到ヒしま或 雷「ガ高すぎたり、低すぎたりした場合{ま充填時間が長くな

ります。

※充痕時間ガ長い、また1ま圧力が上昇しない場合は、電源との接続を見直す (元電源に

接続する)力 、電動工具との併用をさけてください。

※不適正な圧力 (必要以上に高いE力 )で 釘打機 エフエ具日吏用するとエフ消費量が

増力0し、鐘打機 エアエ具の連続作業性能が著しく低下することがあります。必ず適

正圧力に調整して使用してください。

0供 給圧力の調整が終わりましたら、エア

取出□ (エフチヤック)にエフホースを

接続して作業が開始できます。 く図 11)

0励 圧弁H側の専用エアチヤックにはスー

パーネイラ専用エフホースを掲続してく

ださい。

減圧弁L側のエアチヤックには一般釘打

機用エアホースを接続してください。

Xエアチャックは、ワンタツチ式になつて

ありますので接続の際は、エアプラグを

押し付けるだけで接続ができます。

運転時に電ヒ降下が大きかつたり、機械内部に異常があつたりすると、

用のサーマルプロテクタが作動してモータが亭止することがあります。

0電源スイッチを切つて (OFFに して)、

電源フラグをコンセントから抜いてくだ

モータ焼損防止

この場合は、

さい。 〈図-12)

OACllXIVで 電流容型 OA以 上のプレー

カーを倒電しているが、延長コードガ長

すきたり、細すきないが、叉同一電源で

他の電動工具等を回ヨしていないかを調

べ、その状態であれば延長コードの使用

をやめたり、電動工具等の使用をやめ

ます。

△ 警 告

0本機にエアホースを接続する前に以ずエアホースとホース金具が完全に固定され

ていることを確認する。

-17- -18-



0モ ータが十分に冷えてからサーマルプロ

テクタ復帰ボタンを
「カチッ」と音のす

るまで指で強く押してください。(モータ

高温時は、復帰ボタンを押しても作動し

o電源フラグをコンセントに差込み電源ス

イッチを入れて(ONに して)運転を再開

してください。 く図 10

なllことがあります。)

※モータが充分に冷えていないと、再運薫

してもすくに再作動する場合があります。

その場合は、30分程度の自然冷却を行つ

てから使用してください。

0電 源 配線問 題が無いのにサーマルプ

ロテクタガ作動する場含ま、機械の故障

が考えられま軌 あ買い求めの販売店又

は,・/●スサービスいに点倹 修理に出

してください。

〈Eコー43〉

△ 警 告

●延長コードやドラムコードなど日立用する場合は、

"ず

太さ20耐 以上、長さ30

m以 内のもの」を全て31き出し、のばした状態で吏円する。

×延長コード使用による電圧降下のトラ功 レを、未然に防止する為に、なるべく延長コ

ードの接続は避けて、直接、元電源に本機を接続してください。

?
0

X元 電源で,00V未満の時や、同時に他の電動工具を壺用した時は、電圧降下がより¬ヨ

激しくなります。

X同 一電源で他の電動工具を使用し、総消費電流値ガ電源ブレーカの電流容量を超える

と電源ブレーカが作動することがあります。

この場合よ、同一電源で他の電動工具との併用はきけてください。

-19-

サーマルプロラ タ

△ 注 意

●不適切な電源や配線を使用して極端に電圧ガ降下した場合には、サーマルプロテ

クタガ動作せずにモータガうなる状態が続き、モータ焼損の原因となります。

●サーマルプロテクタ復帰ボタンを外3か ら固定したり、改造した場合にはサーマ

ルノUテクタガ作動せずにモータがうなる状態が続き、モータ焼損の原因となり

ます。

30mの延長コードを接続し、本磯を運転

“

際の電圧降下予測値(コード断面積別参考値)

元電源 ‐
,「太o20面 の
: コ■ド接続後

大き35ぱ の
ゴ‐ ド接続後

AK HL,300E 100V 約94V 糸句97V

-20-



0電 源スイッチを切つて (OFFに して)、

電源プラグをコンセントから抜いてくだ

本機ま、電源プラグホルタを期魔しています。電源プラグホルタに電源プラグを固定す

る事で、持ち主以外の人が使用できないようにする事ができます。
△ 警 告

●異常を感じたら絶対に使用しない。

次のような異常を感じた時は、直ち1藁 源スイツチを切つて (OFFに して)電源

プラグをコンセントから抜き、使用を中止し、あ買い求めの販売店又は最調 の

マツクスサービス腕まで 点検 修理に出してください。

●電源、配線に問題ガ無いのに。(“ページ～aベ ージ
「サーマルプロテクタ」の頂参照)

●電源スイッチを入れてもlDjしない。

●モータガうなる。

等の現象が出る。

0連 町中に異常0音ガする。(48ページ
「運転出力自動切替機種」の頂参照)

0圧 カスイツチが作動せず安全弁ガ作動し、圧縮空気が吹き出す。

0空 気ガ漏れている。

0圧 カガ上昇しない。(“ページ参照)

0金 属剖に触れるとビリビリする。

0上 記以外でも回■中に異常を感じる。

さい。

0電源プラグホルダ底面の穴に、電源プラ

グ先端を挿入します。    (図 16〉

〈S図-15〉

0電源プラグのコードを奥に押しl■け、南

京錠で施錠します。 〈図 17〉

※南京錠ま付属してありません。市販の南

京錠をコ吏用ください。

南京錠よ35番もしくは40番日吏用してく

ださい。

電源プラグ

劃

¨
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0本 機を寒冷地で吏用する場合

凍結による作動不良を防止するため

⑦本機をあらかじめ暖めてから運転して

ください。

◎電源プラグを直接、元電源に接続し暖

気運転 (ドレンコックを開放したまま

しばらく運転させる)の 後、使用して

ください。延長コードやドラムコード

などを使用する場合は、りず「太さ20

耐以上、長さ30m以 内のものJを 全て

3き 出し、の1まして使用してください。

く図-18〉

●専用補助タンクを使用する場合

誤接続による、事故潮 t能15下をあ上するため

⑦使用する専用補助タンクの取扱説明書をめず読んでください。

◎本機の専用補助タンク接続□には懃ず指定の割ヨエアチヤックを使用してください。

マックス純正スー′いエア用補助タンクには、御冒品として接続用割ヨエアチヤッ

クが同梱されています。

O本 機と専用補助タンクをつなく専用エフホース継手の脱着は、両機のエフタンフ内

に圧縮空気が充壕されていないことを確認して行つてください。

△ 警 告

●専用補助タンク使用時は、りず専用補助タンクの取扱説明書を読0。

●補助タンクに使用するエフホース 接続場所 接続方法は、下記の表を参照して

めず取扱説明書通りの接続を行う。

【本機の専用補助タンク接続□を使用する場合】

0本 機の専用補助タンフ接続口位置のカバ

ーを凸部の外周に沿つて切り取りま魂

〈5コー49〉

0本機の引■補助タンク接続□の止め栓を

はずしま或 (逆ねじtLa)  〈図 20〉

△ 警 告

●エアタンク内の「館空気が全て排出

されていることを必ず確認してから

止め栓をはずす。

専用補助タンク接続 回

朝 エアチャック(滅旺知 匈

P24【本機の専用神助タンク接続
OM吏用する場合l参照
P251嶽 の専用エアチヤック(減

FI弁‖後)壺 Rする場合1参中

専用補助夕″

AK■H12R

専用エアネース

KHシリーズ例 売)

P241本機の専用補助ダンク接続
口

“

奏鳳する場合惨 熙
P25(本機の専用エアチヤック(減

圧弁H後)な実用する場合1参照

専用エアホース

KHシリーズ01売 )

専用補助タンク接続ロ

専用エアチヤツク飩 弁‖復)

P2`1^慢 の専用爾嚇 ンク接続
口J実用する場合l参熙

専用補助夕″     1専 用エアホース

AK■H2       1K86× m(標 姜装備)

,26【

^螢

の専用エアチャック(減

[弁 t後)を使用する場合】参照

専用補助タンク

AK TL12R

陽
雖
愧

専用補助タンク

■Lめ栓   〈図120)
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に接続します。

H後 )に 接続します。

＼                             

―

               [

専用エアチヤック 〈図-24〉

0指 定の専用エアチャックを刺寸けます。

くS図-21〉

専用エアチヤツクは割■補助タンフに、

付属品として同梱されていま軌

09ヨ 補助タンフ内ヘエア供綸するための

専用エアホース (AK―TH42R、 AK―

TL42Rは 別売、AK―TH421よ割篇)のエ

アプラグを取り付けた専用エフチヤツク

【本機のエアチヤツク(減圧弁L後 )を使用し、一般の補助タンク(充娘最高圧097

MPa=9 9kgf/前 未満)日室用する場合】

Xエア取出□ (減圧弁付)の ある補助タンクが接続できます。

0補 助タンク内ヘエア供給するための一般釘打機 エアエ具用エア小
―ス (別売)の 工

アプラグを、本機の空気取出□エフチヤック (減圧弁L後 )に 接続します。

0本 機の減圧弁 (L)調 響 ンヽドルをを いヽつ|ぎいに回してください。

―補助タンク内にIま減圧弁
(L)よ り取り出せる最高圧力を充填します。

0エ アタンク内に圧縮空気を充填し、補助タンクの利圧弁にて、釘打機 エアエ具の適

正引史用圧力に調整します。

0本 機の専用補助タンク接続□と専用補助タンフ(AK―TH42R)の エア取入□を専用エ

フホースで接続します。

(マックスコ∃エア本―ス以外は使用できません。)

0専 用補助タンクの減圧弁で調整を行い、専用エフチヤツクに専用エアホースを接続し、

【本機の専用エアチヤツク(減圧弁H後)日吏用する場合】

0エ アタンク内に圧縮空気を充環します。

×使用する空気工具の適Tな 使用圧力に減

圧弁にて調整してから使用してください。

(AK―TH42R、 AK―TL42R)

Xスーパーネイラ専用のエア取出□ (減圧

弁H後 )に専用補助タンクAK―TH42R、

AK―TL12Rが 接続できます。

0専用補助タンク内へエフ供給するための

専用エアホース (別売)のエアフラグを、

本機の空気取出□エフチヤック (ul.弁

〈E2-22)

〈図23〉

スー′■ ネイラを使用してください。

ェアチャック
ェア取入口 専用モ

アホース

補助夕″ 接続ロ

← 般釘打機 エフエ勲 使用する場合〉

●本機の専用補助タンつ接続□と専用補

"ン

ク(AK―TL42R)の エア取入□を専用エ

アホースで接続します。

(マックスコ電エア小―ス以外は使用できません。)

●専用補腑 ンクの減圧弁で調整を行い、エア取出□に
一般エアエ具用エフホースを接

続し、一般釘打機 エアエ具を回電してください。

0本機の減圧弁 (H)調 響 ンヽドルを右ヘ

いつぱい|こ回してください。 (図 24)

X専用補助タンク内には減圧弁 (H)よ り

取り出せる最高圧力を充蹟します。

0エ アタンク内に圧縮空気を充填し、コ∃

補助タンクの減圧弁にて、エアエ具の適

正な使用庄力に調整します。

くスーバーネイラロ吏用する場合〉

専用エアホース  く図-22〉
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1
0本 機のドレン抜き (水抜き)を する。

作業終了時は、ドレンコックを徐々に開

放し、エアタンク内の圧縮空気とドレン

(水)を圧力計の針が0を指すまで全部

抜いてください。

※ドレン抜き (水抜き)を行わないとエア

タンク内に錆が発生し、故障の原因とな

ります。

0定 期的に点検する。

本機のll能を維持する為に清掃、点検を

定期的|こ行なつてください。点検Iまあ員

い求めの販力古又まマックスサービス鶴

にあ申しつけください。

※エアコンプレッサの清掃によ別売りのエ

アダスタが更利です。エアダスタは、あ

近くのマツクス製品取り扱い店であ員い

求めください。

0本機を大切に扱う。

落としたり、ぶつけたり、叩いたりしま

すと変形 亀裂や破損を生じる場合があ

ります。危険ですから絶対に落としたり、

ぶつけたり、0口いたりしないでください。

(E図-26〉

0使 用密に以ず点倹する。

3ベージの 「安釧●業のためにJの 内容

に沿つて点検 確認をイiなつてくださしヽ。

くにコー25〉

【保81について】

0本 機には保証書 (梱包箱に耐寸)が ついています。

●所定事項の記入および記載内容をお確がめのうえ、大切に保管してください。

●本機の保証期間まあ買いJザ 日より4鋼 間です。

【アフターサービスについて】
●本機の調子ガ悪いときは、側ヨを中止して、お買い求めの販力苫又はマックスサ

ー

ビスいにご相談ください。

●保証期間中の修理は保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。詳しく

は保.I書をご覧ください。

●保証期間経過後の修理は、修理によつて機能が維持できる場合に、ご要望により育

償修理させていただきます。

【補修用性能部品の最低保有期間】

0本機の補修用性能部品のり 間は、製造打ち切り後6年です。

●補修用性能部品とは、本機の性能を維持するために以要な部品です。
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